
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウィルスの影響がありましたが、5月 1日より「くおーる

ハウス（グループホーム）」「ふぉるて（短期入所）」の本利用が始まり

ました。くおーるハウスでは、7 月 1 日より 1 名の方が利用開始とな

り、入居者 6名となりました。ふぉるてでは 27名の方が契約され少し

ずつですが、利用が増えています。開所して日が浅く慌ただしい毎日で

すが、職員一同利用される方々が安心して生活ができるようにより良

い支援を心掛けていきます。 

「ベーカリー班（就労Ｂ）」 

NO.33 

令和 2年 1月に前橋市消防局北消防署白川分署の方々を講師に迎え、

「救急法」の研修を行いました。より多くの職員が参加できるよう平

日の午前中と、土曜日の午後の 2 回に設定しました。グループに分か

れ心肺蘇生法やＡＥＤの使い方などを実践することで、より理解を深

められたように思います。「慌てず」「適切な」対応ができるよう、定期

的な受講の必要性を改めて感じました。 

ひびきの家がスタートしました 
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あかぎ相談支援事業所が移転 

法人研修会『救急法講習会』 

 おかげさまで当事業所は、事業開始から 8 年目を迎えられました。 

これも皆様方の支えあっての事と感じております。 

 さて、当事業所は令和 2年 5月 1日より、富士見町田島から富士見町

小沢（サービスステーション内）へと移転しました。職員体制につきまし

ては異動等なく、3人の相談支援専門員で対応させて頂いております。今

後も、利用者様とご家族様に寄り添えるよう、日々研鑽を重ねて参りま

すので、よろしくお願い致します。 

新住所：前橋市富士見町小沢 117番地 7 

℡：027-289-5327 FAX：027-289-3450 

「エコ班（生活介護）」 

第２つゆ草クラブ 

3 月に 3 名の方が卒業され、4 月より小学 

1 年生 3 名の利用が開始となりました。新型 

コロナウィルスの影響で 3月より休校となりましたが、散歩や体操、機能

訓練の活動に取り組みました。外出自粛がかかる中、楽しく過ごせるよう

室内遊具を充実させ、また、ドライブで桜や鯉のぼりを見るなど季節感を

感じてきました。6 月中旬から学校が始まり、少しずつ通常の日々が戻り

つつあります。不安な状況が続いていますが、子ども達が元気に日々の生

活を送れるよう職員一同力を合わせて支援していきます。 

 

「スマイル班（生活介護）」 

たくさんの方のご協力があり、今年も夏野菜の栽培を始める事が出来ました。はじ

めは土を触る事や水やり等、不慣れだった利用者さんも経験を重ねたことにより、今

では積極的に笑顔で取り組む事が出来ています。自分たちで育てた野菜をおいしく

食べられる日を楽しみに、日々野菜のお世話を行っています。 

『棒運動』は、体の中心線を意識したストレッチで、身体の歪みや血の巡りを改善

し心身の健康に繋がる運動です。活動に取り入れてから約 5年が経過しています。当

初は、利用者さんだけでなく、職員も戸惑う様子がありましたが、現在はとてもスム

ーズに全員が参加されています。今後も定期的に理学療法士のアドバイスを受け、改

善しながらより充実した活動にしていきたいと考えています。 

新型コロナウィルス感染拡大に伴い、私たちの生活は大きく様変わりしました。緊急事態宣言は解除されまし

たが、まだ終息の目途は立たず、様々な活動が制限されています。当法人としても令和２年度の事業計画を大幅

に変更し、毎年開催していました「あかぎの響感謝祭」や「クリスマスコンサート」は中止し、「法人内交流会」

として法人内の施設間交流を行うこととしました。今年度は地域の皆様との交流が出来なくなり大変残念です

が、また復活できる日を楽しみにしております。 

今後も基本的感染症対策を徹底し、新しい生活様式を取り入れた活動の充実を図りたいと思いますので、皆様

のご理解ご協力をお願い致します。 

「ファーム班（就労Ｂ）」            

主にボールペンの組立作業やマックスの針詰め作業等の請負作業に取り組んでい

ます。新型コロナウィルスの影響で請負の作業が減少していますが、ファーム班オリ

ジナルのフェイスシールドやマスクホルダーを製作し、販売に向けて取り組んでい

ます。まだまだ不安の続く毎日ですが、利用者さんと職員で協力して作業を行い軌道

に乗れるよう頑張っていきたいと思います。 

サンドイッチやバーガーの調理、パンの袋詰め、お店での商品陳列、予約や販売準

備等、一人一人役割を決め、自分の作業に自信と責任を持って取り組んでいます。新

型コロナウィルスの影響で販売先が減ってしまいましたが、一日も早く平常に戻る

時に向け、毎日楽しく通所し作業を行っています。これからも美味しく食べる人が幸

せになれるようなパンをお届けできるよう、ベーカリー班一同頑張っていきます。 

つゆ草クラブ 

なかま 

４月より小学１年生 1名が利用開始と 

なり、また、高校へ進学された子ども達 

が 5 名増え、高校生 12 名、小中学生 5 名で新学期がスタートしました。

新型コロナウィルスの影響で 3月より休校となり、例年より春休みが長く、

予定の変更等でストレスや不安を感じることはありましたが、少しずつ環

境の変化にも慣れ、お友達や職員と楽しく元気に過ごしています。戸外活

動では、桜の花や芝桜、紫陽花などの花を楽しみ、新緑の中、季節をたく

さん感じる事ができました。また、室内では遊具や知育玩具を充実させ指

先を使って遊ぶ事や、制作する活動を多く取り入れました。コロナ禍の中、

引き続き安全管理への配慮をさせていただきながら子ども達がのびのび

笑顔で安心して過ごせる環境づくりに取り組んでいきたいと思います。 

（荻窪公園、満開の紫陽花） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すずしろ 

 

社会福祉法人あかぎの響 設立：平成１７年１０月１７日 

なかま        （就労継続支援Ｂ型  定員：21 名／生活介護 定員：1６名） 

つゆ草クラブクラ  （放課後等デイサービス 定員：10 名） 

第２つゆ草クラブ（放課後等デイサービス 定員：10 名） 

サービスステーションつゆくさ （定員：４名） 

ヘルパーステーションつゆくさ（居宅介護・行動援護・移動支援） 

ふれんどハウス         （共同生活援助 定員： 5 名） 

すずしろ             （生活介護    定員：20 名） 

くおーるハウス          （共同生活援助 定員： 6 名） 

ふぉるて              （短期入所     定員： 3 名） 

あかぎ相談支援事業所（基本相談／特定相談／障がい児相談） 

「すべては利用者さんの笑顔のために」 

詳しくは、 

法人本部 027-289-5328 まで 

「新入職員のご紹介」 

ふれんどハウス 

サービスステーションつゆくさ 

ヘルパーステーションつゆくさ 

昨年度より定員を 6 名から 4 名に変更させていただきました。また、今年

度より一部、部屋の模様替えを行いました。ソファー、ダイニングテーブルを

新調し、テレビは壁掛け式に変更しました。ご利用される方が、穏やかに過ご

せるような空間作りをこれからも進めて参ります。令和 2 年度より新たに職

員も加わりました。周囲との連携を大切にし、今後もより良いサービスの提供

ができるよう努めて参ります。 

新年 1月より当事業所の職員体制が大きく変わり、また、現在も社会に大き

な混乱をもたらす新型コロナウィルスのため制限のかかった支援状況が続く

中、ご利用者様、ご家族様、関係各位の皆様のご理解とご協力に深く御礼申し

上げます。これからも新型コロナウィルスの感染状況にもよりますが、ご利用

者様の気持ちに寄り添った支援を提供していけるよう、頑張って参りますの

で、これからも宜しくお願い致します。 

現在、新型コロナウィルスの影響で毎週月曜日の利用者さんの買い物支

援や外出支援などの活動に制限がかかっていますが、この状況のなか皆さ

ん楽しく生活しています。誕生日祝では、対象の利用者さんを全員で祝っ

て、ジュースで乾杯し、デコレーションケーキを食べ、利用者さん同士の

交流を深めています。最近では土曜、日曜の利用も多くなってきました。

出来るようになったことも少しずつ増えてきています。これからも利用者

さんが安心して生活ができるような支援を心掛けていきたいと思います。 

平戸藍
ひらとあい

（すずしろ・看護師） 
よりよい「支援につながる看護活動」

を目指し、施設を利用される皆様が健

康に過ごすことができるよう頑張り

たいと思います。 

名塚千恵
な づ か ち え

（なかま・事務員） 
障害者施設で働くのは初めてですが、一

日一日を大切にし、向上心をもって、業

務に携わりたいと思います。宜しくお願

い致します。 

井上尚恵
いのうえなおえ

（なかま・看護師） 
みなさんが安全・安心に生活できるよう

に健康を管理させていただきます。宜し

くお願い致します。 

小林洋美
こばやしひろみ

（すずしろ・生活支援員） 
メンバーさんの笑顔が見えるような

支援をしたいと思いますので宜しく

お願い致します。 

松嶋哲也
まつしまてつや

（ひびきの家・生活支援員） 
以前から障害者支援に携わって参り

ましたので、これまでの経験を活かし

て、他の職員と協力しながら、利用者

さんが日々を安心して過ごせるよう

に、お手伝いできればと思います。ど

うぞ宜しくお願い致します。 

大類美奈子
おおるいみな こ

（ひびきの家・生活支援員） 
前職では高齢者介護をしており、初めて

の障害者分野で不慣れな点が多くご迷

惑をお掛けしますが、入居者様がリラッ

クスして過ごして頂けるようサポート

して参ります。ご指導のほど宜しくお願

い致します。 

狩野惠司
かのうけいじ

（ひびきの家・生活支援員） 
この度、ひびきの家でお世話になるこ

とになりました。福祉経験はあります

が、グループホームは初めてです。こ

れから楽しいひびきの家づくりに努力

して参りたいと思います。皆様ご指導

ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。 

新型コロナウィルスの影響で活動が制限される中、りーふ班では室内でも効率よく体が動かせるよう機能

訓練の一部に通称｢すずしろサーキット｣を取り入れています。踏み台やボール入れ、ミニハードルを組み合わ

せ、楽しく体を動かしています。るーつ班では新型コロナウィルス対策としてフェイスシールド作りを行って

います。口の体操や音楽療法の際に使用し、感染予防をしながら中止していた活動も行えるようになりまし

た。すずしろでも新たな生活様式を取り入れ、工夫し、皆さん楽しく過ごしています。 

（フェイスシールドを使った口の体操） 

（すずしろサーキットの様子） 

（７月の誕生日祝にて） 

高橋佳世子
た かは し か よ こ

（すずしろ・生活支援員） 
障害のある方と関わる仕事は初めて

でご迷惑をお掛けすることが多々あ

ると思いますが宜しくお願い致しま

す。 

角田愛
つのだあい

（なかま・ベーカリー班） 
前職は学校の栄養士として給食を作っ

ていました。障害のある方に関わる仕事

は初めてですが、一生懸命頑張りたいと

思います。どうぞ宜しくお願い致しま

す。 

金井重喜
かないしげき

（なかま・スマイル班） 
今まで仕事で障害のある方と関わるこ

とがなかったので、不安がありますが、

精一杯頑張りますので宜しくお願い致

します。 


